
ー 第665号（毎月 1 日発行） 宗 MUNAKATA ~ 平成28年7月 1 日金曜日

一
犬

神
職
以
外
で
沖
ノ
島
へ
の
入
島
が
年
に
一
度
許
可
さ
れ
る

沖
津
宮
現
地
大
祭
が
五
月
二
十
七
日
に
斎
行
さ
れ
、
全
国
よ

り
一
九
七
名
の
一
般
参
加
者
と
、
大
島
の
氏
子
で
構
成
さ
れ

る
沖
・
中
両
宮
奉
賛
会
、
同
翼
賛
会
、
神
職
等
総
勢
ニ
ニ
〇

名
が
沖
ノ
島
に
渡
島
、
敬
虔
な
祈
り
が
捧
げ
ら
れ
た
。

こ
の
祭
典
は
日
本
海
海
戦
を
勝
利
に
導
い
た
先
人
達
を
顕

彰
し
、
ま
た
国
家
の
安
泰
を
祈
願
す
る
為
、
毎
年
五
月

二
十
七
日
に
斎
行
さ
れ
て
い
る
。
参
列
者
は
前
日
大
島
へ
参
集
。

中
津
宮
で
午
後
六
時
よ

り
の
渡
島
安
全
祈
願
祭

に
参
列
し
翌
日
の
無
事

の
渡
島
を
祈
り
、
各
自

大
島
に
斎
泊
し
た
。
明

朝
午
前
七
時
、
大
島
渡

船
「
し
お
か
ぜ
」
を
は

じ
め
各
々
乗
船
し
、
出

港
。
こ
の
日
は
極
め
て

珍
し
く
海
上
凪
い
で
お

り
、
午
前
八
時
半
に
は

会百
平
成
ノ
大
造
営

時
満
ち
て

道
ひ
ら
く

m
間
詞

を
出
す
な
ど
史
跡
や
歴
史
的
建
造

物
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。

神
社
界
で
は
阿
蘇
神
社
の
重
要
文

化
財
の
「
楼
門
」
と
拝
殿
が
全
壊
し
、

境
内
に
三
ヵ
所
あ
る
神
殿
が
損
壊
状

態
に
あ
る
と
い
う
。
自
然
災
害
と
は

い
え
、
歴
史
的
建
造
物
が
こ
の
よ
う

に
損
壊
し
た
と
い
う
事
実
に
つ
い
て

は
残
念
で
な
ら
な
い
マ
福
岡
県
で
も

十
一
年
前
の
平
成
十
七
年
に
福
岡
の

西
方
沖
の
玄
界
灘
で
発
生
し
た
震
度

六
弱
の
地
震
は
記
憶
に
新
し
い
。
こ

の
地
震
で
県
内
の
神
社
の
灯
篭
や
鳥

居
倒
壊
す
る
な
ど
の
損
傷
を
生
じ

た
。
今
回
の
熊
本
地
震
で
宗
像
地
方

は
大
き
な
揺
れ
は
あ
っ
た
も
の
の
、

幸
い
に
人
的
被
害
や
建
造
物
へ
の
被

害
は
な
か
っ
た
▼
重
要
文
化
財
の
九

割
は
木
造
建
造
物
だ
と
言
わ
れ
て
い

る
。
地
震
や
台
風
な
ど
の
自
然
災
害

を
受
け
る
可
能
性
が
大
き
い
▼
地
震

大
国
で
あ
る
わ
が
国
で
は
震
災
の
発

生
を
予
測
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
常

日
頃
か
ら
地
震
に
対
す
る
危
機
管
理

の
対
応
を
し
っ
か
り
と
認
識
し
、
先

人
た
ち
の
精
神
活
動
の
証
で
あ
る
文

化
財
を
保
護
す
る
意
昧
で
も
、
災
害

へ
の
備
え
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を

誰
も
が
再
認
識
す
る
必
要
が
あ
ろ

う
。
被
災
地
の
＿
日
も
早
い
復
興
を

お
祈
り
致
し
ま
す
。
（
杉
）
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全
て
の
船
が
沖
ノ
島
に
到
着
、
二
奉
仕
に
よ
る
直
会
が
行
わ
れ
、

直
ち
に
海
中
で
楔
し
、
沖
津
一
参
列
者
は
準
備
さ
れ
た
刺
身
、

宮
本
殿
へ
参
進
し
た
。
二
煮
魚
等
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が

午
前
九
時
三
十
分
、
沖
津
：
ら
神
の
島
で
の
一
時
を
過
ご

宮
本
殿
に
て
祭
典
斎
行
。
葦
一
し
た
。
正
午
、
各
々
の
船
に
乗

津
権
宮
司
が
祝
詞
を
奏
上
し
、
：
り
込
み
出
港
。
沖
ノ
島
を
一

各
代
表
が
順
次
祈
念
を
込
め
一
周
し
て
離
島
、
午
後
一
時
過

て
玉
串
を
捧
げ
た
。
祭
典
終
一
ぎ
に
は
全
て
の
船
が
大
島
に

了
後
に
は
本
殿
周
辺
の
祭
祀
二
到
着
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
帰
路

遺
跡
説
明
も
行
わ
れ
た
。
こ
に
着
い
た
。

そ
の
後
、
波
止
場
で
は
沖
―
一
方
で
、
渡
島
出
来
な
い

中
両
宮
奉
賛
会
、
同
翼
賛
会
―
女
性
ら
は
大
島
に
あ
る
「
沖

・
コ
宣
津
宮
遥
拝
所
」
で

の
祭
典
に
参
列
し
、

遥
か
に
祈
り
を
捧

げ
た
。

平成28年7月 1 日金曜日

最
後
に
本
年
度
よ
り
総
代
・

評
議
員
に
新
た
に
ご
就
任
頂

い
た
方
々
へ
委
嘱
状
贈
呈
式

が
行
わ
れ
、
該
当
者
を
代
表

去
る
五
月
二
十
五
日
、
午
一
出
さ
れ
た
新
役
員
案
が
審
議
一
し
て
田
島
地
区
多
礼
よ
り
選

前
十
一
時
よ
り
宗
像
大
社
氏
一
さ
れ
た
。
本
改
選
は
会
長
一
一
出
の
田
中
健
治
評
議
員
に
置

子
会
総
代
総
会
が
置
鮎
玄
ニ
一
名
、
副
会
長
四
名
、
監
事
四
：
鮎
会
長
よ
り
委
嘱
状
が
手
渡

郎
会
長
以
下
九
十
五
名
出
席
一
名
の
三
役
九
名
を
決
定
す
る
一
さ
れ
、
総
会
は
終
了
し
た
。

の
下
、
清
明
殿
に
て
開
催
さ
：
も
の
で
あ
り
任
期
は
三
年
と
一
ま
た
長
年
に
亘
り
、
監
事

れ
た
。
二
疋
め
ら
れ
て
い
る
。
各
地
区
：
を
お
努
め
頂
き
ま
し
た
城
野

本
殿
に
て
正
式
参
拝
の
後
、
：
よ
り
選
出
さ
れ
た
新
役
員
が
一
寅
夫
氏
、
小
島
正
弘
氏
、
白

清
明
殿
へ
移
動
し
国
歌
斉
唱
二
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。
（
新
一
石
春
美
氏
に
篤
く
御
礼
申
し

神
宮
並
び
に
皇
居
遥
拝
、
敬
ご
役
員
は
下
記
記
載
）
：
上
げ
ま
す
と
共
に
新
任
・
留

神
生
活
の
綱
領
を
唱
和
—
.
.
-
i19
-
:
1

任
の
総
代
・
評
議
員
の
皆
様

し
、
会
長
、
葦
津
宮
司
“
·
に
は
今
後
の
大
社
の
諸
行
事

の
挨
拶
の
後
、
議
事
に
i
'
や
祭
典
等
の
御
協
力
を
お
願

入
っ
た
。
＼
．

r

q
い
申
し
上
げ
ま
す
。

前
年
度
の
事
業
・
決

d

• 

算
報
告
、
本
年
度
の
事

業
計
画
・
予
算
案
を
始

F
-
』
扉
閂

め
、
氏
子
会
々
費
取
り

纏
め
の
依
頼
に
つ
い
て
・

そ
れ
ぞ
れ
審
議
頂
き
全

て
承
認
さ
れ
た
。

次
に
役
員
改
選
の
議

案
で
は
、
去
る
三
月
の

評
議
員
会
に
於
い
て
選

一

〔
監
事
〕

〔
会
長
〕

〔
副
会
長
〕
置
鮎
玄
二
郎

瀧
口
幸
男

松
井
善
徳

沖
西
敏
明

山
本
清

瀧
口
和
彦

安
部
賢

花
田
和
樹

八
尋
隆
道

平
成
二
十
八
年
度

氏
子
会
総
代
総
会
開
催
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か
ら
宗
像
の
歴
史
や
文
一
絵
本
は
、
宗
像
市
役
所

化
を
学
ぶ
た
め
、
辺
津
一
や
海
の
道
む
な
か
た
館

宮
や
中
津
宮
、
神
宝
館
丁
内
の
売
店
、
全
国
の
書
店

な
ど
を
視
察
し
、
福
岡
一
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で

五
月
二
十
三
日
、
宗
像
市
：
れ
祭
の
日
に
」
は
、
宗
像
の
子
]
教
育
大
学
美
術
教
育
講
座
の
二
販
売
中
。

の
中
学
生
が
沖
ノ
島
を
題
材
：
ど
も
達
の
「
そ
う
ぞ
う
力
」
]
協
力
も
と
、
絵
本
作
家

に
し
て
制
作
し
た
絵
本
が
完
二
想
像
カ
・
創
造
カ
・
宗
像
：
や
編
集
者
、
漫
画
家
な
ど

成
し
、
制
作
に
参
加
し
た
中
一
カ
）
育
成
と
郷
土
の
魅
力
を
ニ
ノ
ロ
の
ク
リ
エ
ー
タ
ー
か

学
生
と
出
版
社
、
福
岡
教
育
こ
究
信
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
一
ら
も
指
導
を
受
け
、
約
半

大
学
等
の
関
係
者
が
参
拝
し
、
一
宗
像
市
が
実
施
し
た
事
業
ニ
ヰ
を
か
け
て
物
語
と
原

絵
本
の
奉
納
式
が
行
わ
れ
た
。
一
「
宗
像
歴
史
未
来
塾
ー
絵
本
二
画
を
完
成
さ
せ
た
。
題

奉
納
さ
れ
た
絵
本
「
み
あ

□
つ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ー
」
で
、□材
は
沖
ノ
島
や
島
で
繁
殖

宗
像
市
の
中
学
生
二
9

る
オ
オ
ミ
ズ
ナ
ギ
ド

二
十
一
名
が
制
作
。
：
リ
、
み
あ
れ
祭
で
、
作
者

中
学
生
達
は
、
：
名
は
み
ん
な
で
考
え
た

絵
本
制
作
に
あ
た
二
宗
像
未
来
ガ
ー
ル
ズ
」

り
、
昨
年
十
一
月
：
と
な
っ
て
い
る
。

宗
像
の
女
子
中
学
生
が

沖
ノ
島
を
題
材
に
絵
本
を
制
作

◆
七
月
三
十
一
日
（
日
）

午
後
五
時
ー

◆
大
祓
神
事
引
き
続
き
夏
越
祭

恒
例
の
夏
越
祭
が
近
付
い
て
参

り
ま
し
た
。
こ
の
お
祭
り
は
、
夏
季

に
流
行
す
る
悪
疫
を
除
去
し
、
皆
様

方
の
心
身
の
罪
・
穣
を
人
形
に
託
し

て
祓
い
除
き
、
清
々
し
い
気
持
ち
で
、

毎
日
を
無
事
に
過
ご
し
て
い
た
だ

く
た
め
の
神
事
で
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
御

参
列
下
さ
い
ま
す
よ
う
御
案
内
申

し
上
げ
ま
す
。

夏
筵
祭
・
大
祓
神
事

ご
案
内
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「
合
宿
生
活
で
実
体
：
身
を
見
つ
め
直
し
、
誤
錬
成

験
を
通
じ
て
出
光
の
二
C

新
た
な
自
分
に
生
ま
れ
変

原
点
を
感
じ
取
る
こ
丁
わ
る
き
っ
か
け
を
掴
み
ま
し

と
」
を
目
的
に
毎
年
丁
た
。
ま
た
、
大
島
に
渡
島

去
る
五
月
十
六
日
か
ら
〗
産
株
式
会
社
中
堅
社
員
研
修
]
開
催
し
て
お
り
、
今
回
は
、
丁
し
、
沖
津
宮
を
遥
拝
し
た
際

十
九
日
ま
で
の
四
日
間
、
宗
：
を
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
二
国
内
各
事
務
所
の
ほ
か
、
海
こ
に
ほ
、
最
近
で
は
年
に
数
日

像
大
社
に
お
い
て
、
出
光
興
：
し
た
。
本
研
修
は
、
今
後
を
：
外
事
務
所
や
関
係
会
社
か
ら
：
し
か
見
ら
れ
な
い
と
い
う
沖

担
う
中
堅
社
員
一
合
計
二
十
八
名
が
参
加
し
ま□ノ
島
ま
で
は
っ
き
り
見
る
こ

を
対
象
に
、
「
日
了
し
た
。
：
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
＇

常
の
慣
性
か
ら
一
集
合
し
た
研
修
生
は
、
ま
一
う
な
機
会
に
恵
ま
れ
た
研

離
れ
て
自
分
の
二
ず
、
拝
殿
に
て
研
修
開
始
を
し
修
生
は
、
宗
像
大
神
様
に
見

生
き
方
を
見
つ
二
奉
告
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
二
寸
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
気

め
直
す
こ
と
」
二
葦
津
宮
司
か
ら
、
「
宗
像
の□
か
し
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
＇
．

禰
h`

歴
史
と
未
来
」
」
神
宝
館
な
ど
の
諸
施
設
の

と
い
う
題
目
こ
見
学
、
神
職
と
の
班
別
討

で
、
神
道
の
起
]
―
職
等
を
通
し
て
、
神
道
や
宗

源
か
ら
、
日
本
こ
像
大
社
に
つ
い
て
さ
ら
に
理

や
皇
族
の
歴
[
可
笙
深
め
ヽ
研
修
最
後
の
夜

史
、
宗
像
の
由
こ
」
は
、
出
光
佐
三
店
主
の
大

緒
に
至
る
ま
こ
灯
物
で
あ
っ
た
鶏
す
き
を
神

で
、
幅
広
く
か
一
職
と
研
修
生
が
と
も
に
囲

つ
意
義
深
い
ご
：
み
ま
し
た
。

講
話
を
い
た
一
こ
の
度
の
研
修
で
は
、
蓋

だ
き
ま
し
た
。
一
津
宮
司
を
は
じ
め
、
関
係
者

そ
し
て
、
静
寂
二
り
皆
様
に
多
大
な
る
ご
協

の
中
で
行
う
鎮
丁
刀
を
い
た
だ
き
、
研
修
を
滞

魂
で
自
分
自
：
り
な
く
修
了
す
る
こ
と
が

一 一出
光
興
産
株
式
会
社
人
事
部
教
育
課

中
堅
社
員
研
修
所
感



で
き
ま
し
た
。
本
研
修
で
の
一

体
験
や
沖
津
宮
遥
拝
所
か
ら
[

見
た
沖
ノ
島
は
、
研
修
生
に
一

と
っ
て
た
い
へ
ん
貴
重
な
も
の
一

と
な
り
ま
し
た
。
研
修
生
か
一

ら
は
、
「
宗
像
大
社
と
い
う
荘
[

厳
か
つ
神
聖
な
場
所
で
の
研
一

修
は
、
自
分
自
身
を
見
つ
め
一

直
す
良
い
機
会
に
な
っ
た
。
」
[

「
研
修
を
通
じ
て
、
神
道
、
日
[

像
本
人
と
し
て
大
切
に
す

べ
き
こ
と
等
に
触
れ
る

A
 

T
 

K
A
こ
と
が
で
き
た
。
」
と
い

A

{

 U
N
う
感
想
が
寄
せ
ら
れ
、

M

5

 

本
研
修
の
目
的
は
、
十

宗

分
達
成
さ
れ
た
も
の
と

一
思
い
ま
す
。

-
―
最
後
に
な
り
ま
し
た

が
、
本
研
修
に
ご
協
力

一
い
た
だ
い
た
葦
津
宮
司

）
｛
を
は
じ
め
、
関
係
者
の

一
丁疇

皆
様
に
心
よ
り
お
礼
申

r
 月
、
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

毎
3

（
，
皆
様
の
益
々
の
ご
繁
栄

号
f

§
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、

5
~
 

6
 

第
研
修
の
所
感
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
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一□像
い
戸
青
年
会
定
例
ー
総
会

六
月
二
日
、
宗
像
大
社
氏
：
入
り
、
平
成
二
十
七
年
度
活

子
青
年
会
定
例
総
会
が
田
村
：
動
報
告
並
び
に
決
算
報
告
、

会
長
以
下
三
十
名
出
席
の
も
」
監
査
報
告
が
審
議
さ
れ
、
承

と
清
明
殿
に
て
開
催
さ
れ
た
。
二
認
を
得
る
と
、
引
き
続
き
平
疇

神
宮
並
び
に
皇
居
遥
拝
、
二
成
二
十
八
年
度
氏
子
青
年
会

国
歌
斉
唱
、
全
国
氏
子
青
年
こ
活
動
計
画
案
並
び
に
予
算
案

協
議
会
綱
領
唱
和
を
行
い
田
こ
に
ノ
い
て
も
一
同
よ
り
承
認

村
会
長
、
葦
津
権
宮
司
よ
り
：
を
得
た
。
最
後
に
全
会
員
で

挨
拶
を
頂
戴
し
た
。
議
事
は
」
聖
寿
の
万
歳
を
行
い
、
総
会

進
藤
会
員
を
議
長
に
審
議
に
こ
ほ
滞
り
無
く
終
了
し
た
。

ビ
，
9
上

•
•
福
岡
県
氏
子
青
年
協
議
会

` 

I
f
/
/
ー
定
例
総
会
開
催

ヽ

六
月
十
一
日
、
柳
川
市
の
：
社
）
以
下
会
員
二
十
一
名
、
又
ヽ

日
吉
神
社
に
て
福
岡
県
氏
子
二
来
賓
と
し
て
日
吉
神
社
山
口
ぃ̀ ` 

青
年
協
議
会
定
例
総
会
が
開
こ
祥
子
宮
司
、
福
岡
県
神
道
青
＂

'
 

ー

催
さ
れ
た
。
こ
の
会
は
、
県
一
年
会
外
山
貴
寛
会
長
、
当
社
＂

’ 

内
五
社
の
氏
子
青
年
会
で
組
二
章
津
幹
之
権
宮
司
出
席
の
も
“

” 

織
さ
れ
、
毎
年
当
番
会
持
ち
丁
と
盛
大
に
総
会
が
開
催
さ
れ
[
i

回
り
で
行
わ
れ
て
い
る
。
：
た
。
総
会
終
了
後
、
同
神
社

当
日
、
午
後
三
時
よ
り
日
：
を
正
式
参
拝
、
会
場
を
移
し

吉
神
社
会
館
に
て
、
同
協
議
]
忠
親
会
が
開
か
れ
、
各
会
員

会
田
中
茂
廣
会
長
（
日
吉
神
丁
こ
の
交
流
を
深
め
た
。
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五
月
二
十
三
日
、
巫
女
職
：
ち
は
苦
戦
の
様
子
な
が
ら
も

を
中
心
と
し
た
職
員
の
マ
ナ
ー
：
多
く
の
事
を
吸
収
し
よ
う
と

講
習
が
行
わ
れ
た
。
二
具
剣
に
取
り
組
ん
で
い
た
。

こ
の
講
習
は
、
社
頭
で
の
一
終
了
後
の
感
想
文
で
は
、

参
拝
者
、
来
客
者
へ
の
対
応
：
多
く
の
巫
女
が
自
己
の
マ
ナ
ー

の
充
実
の
た
め
に
企
画
さ
れ
、
こ
に
つ
い
て
の
改
善
が
感
じ
ら

『
さ
さ
原
マ
ナ
ー
カ
レ
ッ
ジ
』
：
れ
、
頼
も
し
く
感
じ
る
と
共

主
宰
友
清
順
子
氏
を
講
師
ご
」
、
今
後
の
社
頭
対
応
の
充

と
し
て
お
迎
え
し
、
開
催
さ
」
実
に
期
待
し
た
い
。

｀
：
は
マ
ナ
ー
の
基
礎
的
一

な
研
修
で
あ
り
、
先
ず
、
決

ま
っ
た
マ
ナ
ー
は
あ
く
ま
で

も
規
準
で
あ
り
、
相
手
に
よ
っ

て
異
な
る
事
、
誰
か
を
思
い

や
る
行
動
で
あ
り
、
誰
か
の

こ
う
し
て
欲
し
い
を
感
じ
て

動
く
事
、
即
ち
人
と
し
て
の

行
い
が
出
来
る
人
で
あ
る
と
、
「

マ
ナ
ー
に
付
い
て
話
が
あ
っ

た
。
そ
の
後
、
表
情
、
所
作
一

（
姿
勢
）
、
歩
き
方
の
実
践
的

な
講
習
が
行
わ
れ
、
巫
女
た

職
員
マ
ナ
ー
講
習
開
催

参
拝
者
へ
の
対
応
を
見
つ
め
直
す

さ
さ
原
マ
ナ
ー
カ
レ
ッ
ジ
主
宰

企
業
研
修
、
一
般
マ
ナ
ー
研
修

講
師
歴
2
3年

飲
食
店
経
営
日
本
ソ
ム
リ
エ
協
会

公
認
ソ
ム
リ
エ

●
向
日
本
航
空
（
旧
エ
ア
シ
ス
テ
ム
）

客
室
乗
務
員
8
2期

V
I
P

フ
ラ
イ
ト
経
験

●
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

ア
カ
デ
ミ
ー
（
航
空
専
門
学
校
）

専
任
講
師

●
ホ
テ
ル
ク
リ
オ
コ
ー
ト
博
多

チ
ー
フ
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
兼

人
事
課
採
用
教
育
担
当
チ
ー
フ

●
神
湊
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル

ユ
ー
倶
楽
部
副
支
配
人

●
フ
レ
ン
チ
レ
ス
ト
ラ
ン

シ
ェ
・
さ
さ
原
開
店

モ
ッ
ト
ー
「
現
場
か
ら
」

机
上
の
論
理
や
理
想
論
で
は
な

V
3
0年
の
接
客
経
験
か
ら
体
得

し
た
生
き
た
体
験
談
を
お
伝
え

す
る
こ
と
に
よ
り
分
か
り
易
く
、

身
に
付
く
研
修
を
行
う
。

友
清

宗
像
大
社

マ
ナ
ー
講
習

講
師
紹
介

順
子

東
京
宗
像
会

一去
る
五
月
二
十
一
日
（
土
)
]
題
し
て
講
演
を
行
い
、
日
本

國
學
院
大
學
研
究
開
発
セ
ン
こ
神
話
を
は
じ
め
、
皇
室
の
歴

タ
ー
の
協
力
に
よ
り
、
同
大
二
丈
、
宗
像
の
地
の
歴
史
を
参

学
の
五
号
館
の
五
三

0

一
教
こ
加
者
に
分
か
り
易
く
紹
介
し

室
に
て
、
一
回
目
の
東
京
宗
：
ま
し
た
。

像
会
が
開
催
さ
れ
、
総
勢
一
講
演
後
、
都
内
の
大
学
の

九
十
一
名
が
参
加
し
た
。
こ
：
な
か
で
お
い
し
い
と
評
判
高

の
会
は
、
平
成
二
十
九
年
に

□
ぃ
学
食
に
て
昼
食
を
と
り
、
國

世
界
遺
産
へ
の
登
録
を
目
指
]
宇
院
大
學
の
博
物
館
を
見
学

す
こ
の
宗
像
を
東
京
の
地
か
：
し
て
、
散
会
と
な
り
ま
し
た
。

ら
応
援
し
て
い
く
会
と
し
て

設
立
さ
れ
、
今
回
が
初
会
合

と
な
り
ま
し
た
。

十
一
時
よ
り
、
葦
津
宮
司

が
「
宗
像
の
歴
史
と
未
来
」
と

開
催
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、

ヽ

.. 

今
ま
で
、
自
分
な
り
に
良
い
と
思
っ
て
、
参
拝
者
へ
の
対
応
を
こ
こ
ろ
が
け
て
き
た
つ
も
り
で

し
た
が
、
今
回
の
マ
ナ
ー
研
修
を
受
け
、
改
め
て
自
分
の
マ
ナ
ー
、
サ
ー
ビ
ス
を
見
直
す
き
っ
か

け
と
な
り
ま
し
た
。

マ
ナ
ー
と
は
礼
儀
作
法
や
決
ま
り
ご
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
誰
か
の
為
の
行
動
で
あ
る

と
初
め
て
知
り
、
確
か
に
そ
う
だ
な
と
納
得
で
き
る
も
の
で
し
た
。

私
た
ち
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
高
校
を
卒
業
し
て
奉
職
を
し
て
お
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
基

本
的
な
接
客
用
語
な
ど
は
学
び
ま
す
が
、
具
体
的
な
参
拝
者
へ
の
対
応
（
接
客
）
を
し
て
い
く
の

か
は
、
現
場
に
出
て
行
動
し
、
判
断
し
て
自
ら
学
ん
で
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。
感
性
で
行
動
出

来
る
と
い
う
人
も
な
か
に
は
い
る
と
思
う
が
、
経
験
や
失
敗
を
重
ね
て
分
か
る
こ
と
が
多
い
と

思
う
。
こ
れ
ま
で
の
経
験
や
今
回
の
マ
ナ
ー
講
習
を
い
か
し
て
、
参
拝
に
来
て
い
た
だ
い
た
方
が
、

気
持
ち
よ
く
お
参
り
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
対
応
、
接
客
を
意
識
し
、
後
輩
の
手
本
と
な
れ

る
よ
う
な
巫
女
、
社
会
人
に
な
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

巫
女
は
、
完
全
な
サ
ー
ビ
ス
業
で
は
な
い
と
思
う
し
、
客
で
は
な
く
参
拝
者
な
の
で
＿
般
の
サ
ー

ビ
ス
と
は
違
つ
と
思
い
ま
す
。
神
社
に
仕
事
で
来
ら
れ
る
来
客
の
方
と
参
拝
者
と
で
も
や
は
り

違
つ
と
思
う
の
で
誰
に
ど
の
よ
う
な
接
客
・
対
応
を
す
る
の
か
ど
こ
ま
で
の
サ
ー
ビ
ス
を
し
て

よ
い
の
か
、
巫
女
と
い
う
様
々
な
イ
メ
ー
ジ
・
品
格
を
求
め
ら
れ
て
い
る
参
拝
者
に
と
っ
て
非
日

常
的
な
空
間
に
い
る
特
別
な
存
在
で
あ
る
巫
女
と
い
う
立
場
で
ど
の
よ
う
に
あ
っ
て
い
く
か
は
、

私
た
ち
に
と
っ
て
大
き
な
課
題
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
課
題
が
あ
っ
て
も
、
今
回
の
研
修
の
な
か
で
も
あ
っ
た
よ
う
に
、
ま
ず
は
ど
の
参

拝
者
に
対
し
て
も
、
笑
顔
で
接
す
る
こ
と
を
心
が
け
、
状
況
に
応
じ
て
笑
顔
を
使
い
分
け
る
こ
と
、

笑
顔
と
い
う
こ
と
は
必
ず
忘
れ
る
こ
と
な
く
日
々
奉
仕
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

笑
顔
で
接
し
、
参
拝
者
の
方
た
ち
に
「
ま
た
来
た
い
な
」
「
な
ん
か
、
い
い
な
」
と
思
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

` 亀
・
ヽ
．
t

—— 
マ
ナ
ー
講
習

`
r
 

巫
女
レ
ポ
ー
ト

J、

ヽ

ん

糟糟加桶大大大茨茨伊伊伊伊互糸六宗文八杉静伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊ー伊伊五伊一
屋屋古川田阪阪木木賀賀賀賀 o 島 d 像京王並岡賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀Q賀賀Q賀ニ
郡郡郡市区市市市市市市市市 0 市 0 市区子区市市市市市市市市市市市 0 市市 0 市Q

Q Q市 0 0 0 
円円 0 0 0 

円円〇
吹因藤鈴岡松松占占黒辻深内 國 寺武石山松森森福北西川長黒黒長 長黒田間原木野本本部部田本井田 篇 原田井崎岡 島林村村谷田田谷 谷田 炉

富 美摩 — 林 ち川健川川川
勝久良敏佐鐘律 代李宗直 上 神保博昌太裕智義常ひ吉佳太大兼 恵関 恵
弥倫治行子太子博博子子子美 美 助江之樹郎章也治美ろー代郎介喜 子男 子

三
、0
0
0
円

田
島
山
口

ニ
春

宗
像
大
社
氏
子
会

横飯福福福福福福鳥所台世世小熊大大二福福神大弓港福福福広太神北
浜塚岡岡岡岡岡岡取沢東田田松本分分 d 岡岡埼牟 o 岡岡岡島宰戸九
市市市市市市市市市市区谷谷市市市市 0 市市市田 0 区市市市市府市朴I

区区 g 市g 市市

内牧津柴井泉中加山鈴柏木高田木矢大 石井小加 岩嘉橋柴小椎和福
海野守田上克村藤田木原村橋井村羽羽 田崎林藤 本村本原畠木田島

デま 田田 麻あ弘
敬拓勝芳t隆徹ーす明朱悠孝光 哲安正 陽健依ゆ初信弥
太淳也久徳手輔郎孝み子里女一里光光 平徳明純 子志子み江幸生浩
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一
福
津
市
中
央
池
浦
千
鶴
子

二
つ
れ
だ
ち
て
淡
墨
桜
観
む
と
来
ぬ
亡
き
母
に
似
し
媚
も
を
り
て

一
母
と
淡
墨
桜
を
見
た
か
っ
た
作
者
だ
ろ
う
。
三
・
四
句
〈
ー
似

[
Lる
媚
も
共
に
〉
と
す
る
と
印
象
が
優
し
く
な
る
。

宗
像
市
宮
田
山
本
静
子
]
宗
像
市
自
由
ヶ
丘
萩
原
勉

送
り
来
し
四
国
さ
ぬ
き
ゆ
靴
あ
ゆ
み
履
き
心
地
よ
し
朝
の
芝
の
上
：
ホ
ー
ク
ス
の
さ
よ
な
ら
勝
ち
を
聞
き
な
が
ら
畑
仕
事
の
疲
れ
忘
れ
る

靴
を
贈
ら
れ
た
嬉
し
さ
。
上
の
句
に
送
り
主
を
入
れ
、
例
え
ば
一
作
者
は
ホ
ー
ク
ス
フ
ァ
ン
。
疲
れ
を
肩
凝
り
、
腰
痛
等
と
す

二
〈
讃
岐
の
子
が
送
り
て
く
れ
し
運
動
靴
…
〉
な
ど
と
し
て
も

0

I
'る

と
リ
ア
リ
テ
ィ
が
増
す
だ
ろ
う
。

宗
像
団
日
の
里
秋
吉
嘉
範
一
宮
若
市
水
原
吉
崎
美
沙
子

掘
り
た
て
の
筍
届
く
梅
干
と
霊
場
守
る
友
傘
寿
云
晦
の
木
に
藤
咲
く
ご
と
く
藤
の
花
ま
と
い
し
杉
は
大
空
に
立
つ

l，
＿
友
へ
の
厚
い
思
い
。
贈
物
は
筍
だ
け
に
し
三
句
は
〈
篠
栗
で
ご
美
し
い
景
。
初
句
ー
四
句
を
〈
み
づ
か
ら
の
花
の
ご
と
咲
く
藤

一
＿
結
句
は
〈
傘
寿
の
友
よ
り
〉
と
し
た
い
。
[
-
‘
蔓
を
ま
と
い
て
杉
は
〉
と
し
て
は
。

北
九
州
市
八
幡
西
区
豊
田
光
子
一
宮
若
市
宮
田
本
田
エ
リ
ナ

人
生
の
終
末
施
設
ケ
ア
に
来
て
散
歩
を
楽
し
む
姫
辛
夷
咲
く
：
夕
方
の
買
物
帰
り
道
の
奥
心
震
わ
す
初
ホ
ト
ト
ギ
ス

静
か
な
日
々
の
喜
び
の
歌
。
〈
晩
年
を
過
ご
す
と
来
た
る
ケ
ア
一
ー
心
待
ち
に
し
て
い
た
初
杜
鴫
゜
詞
書
か
ら
三
句
以
下
〈
宮
の
杜

L
・
ハ
ウ
ス
の
散
歩
で
見
た
り
姫
辛
夷
の
花
〉
。
一
で
こ
の
年
の
初
ホ
ト
ト
ギ
ス
聴
く
〉
と
句
ま
た
が
り
に
し
て

福
津
市
若
木
台
山
崎
公
俊

[
I，み
た
。

あ
な
い
~

〈
高
宮
〉
に
案
内
を
乞
は
れ
う
れ
し
か
り
こ
ん
ど
の
新
人
気
立
て
が
い
い
ぞ
[
宗
像
市
田
久
巻
桔
梗

一
大
社
で
研
修
中
の
若
者
に
会
っ
た
作
者
か
。
新
人
に
出
光
、
卜
ご
J
れ
は
う
ん
ビ
ー
ル
も
ど
き
だ
と
言
は
れ
つ
つ
本
物
ん
ぐ
ん
ぐ
と
飲
み
ほ
さ
れ
た
り

[
ヨ
タ
等
の
具
体
が
あ
る
と
良
い
。
ご
来
客
に
ビ
ー
ル
を
発
泡
酒
と
間
違
わ
れ
た
作
か
。
四
句
は
サ

宗
像
市
多
禰
早
川
祥
三
一
ン
ト
リ
ー
モ
ル
ツ
な
ど
商
品
名
を

福
島
の
足
跡
消
え
て
ゆ
く
渚
消
せ
な
い
影
は
フ
ク
シ
マ
の
ま
ま
[

二
◆
選
者
詠

ー
＿
福
島
の
放
射
能
汚
染
は
フ
ク
シ
マ
と
し
て
記
憶
に
残
る
だ
ろ
う
．

亡
ニ
・
三
句
を
〈
渚
の
足
跡
消
え
ゆ
け
り
〉
と
す
る
と
分
か
り
易
い
二
雨
の
日
を
軒
下
に
ゐ
し
女
郎
蜘
蛛
梅
雨
明
け
の
空
に
か
が
や
く
巣
張
る

呵
帰
り
せ
し
子
が
去
り
て
赤
き
柄
の
ビ
ニ
ー
ル
傘
が
傘
立
て
に
立
つ

北
九
州
市
門
司
区
北
野
カ
ズ
ミ
~

真
白
な
る
八
重
の
芍
薬
ほ
こ
ろ
び
て
ふ
く
よ
か
に
な
り
気
高
さ
満
つ
る
[

1
純
白
の
芍
薬
が
美
し
い
。
語
順
を
変
え
〈
ほ
こ
ろ
び
て
ふ
く
よ
一

l」
か
な
れ
る
八
重
咲
き
の
芍
薬
真
白
気
高
き
ま
で
に
〉
と
し
た
。
[

宗
像
市
池
田
森
龍
子
~

街
路
樹
の
躍
躙
は
低
く
箱
型
に
剪
ら
れ
て
夕
日
は
側
面
に
映
ゆ
[

理
知
的
な
見
方
が
活
き
て
い
る
。
蹄
躙
の
植
え
込
み
の
描
写
[

が
正
確
。
四
句
〈
剪
ら
れ
夕
陽
が
〉
に
。

口1
9
 

宗
像
大
社
歌
会
詠
草

大
西
晶
子
選
毎
月

2
5日
メ
切

俳
句品

宗
像
市
多
膿
早
川
祥

島
の
香
を
ミ
カ
ン
の
花
の
蜜
に
秘
め

ー
『
い
」
戸
口

愛
読
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
て
さ
て
今
月
号
よ
り
、
編
集
者
が
鈴
木

か
ら
黒
神
へ
と
代
わ
り
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
皆
様
に
よ
り
わ
か
り
や
す
く
、

宗
像
大
社
の
事
を
伝
え
て
い
け
る
よ
う

な
誌
面
づ
く
り
を
し
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
了
私
は
、
月
に5
回
ほ
ど
当
直

で
神
社
に
泊
ま
る
こ
と
が
あ
る
の
で
す

が
、
そ
の
夜
間
の
巡
回
中
に
境
内
で
ポ
ツ

ポ
ツ
と
蛍
の
光
が
見
え
始
め
て
い
ま
す
。

こ
の
季
節
な
ら
で
は
の
こ
と
で
す
。
ま

た
境
内
に
は
紫
陽
花
な
ど
も
咲
き
始
め

季
節
を
感
じ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

神
社
に
参
拝
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
四
季

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
、
こ
れ
も
神

社
の
参
拝
す
る
楽
し
み
に
な
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
（
黒
）

発
行
所

宗
像
大
社
社
務
所
・
宗
像
会

住
所
〒
八
―

-
I
三
五
0
五

福
岡
県
宗
像
市
田
島
二
三
三
一

電
話
（

O
九
四
0
)六
ニ
ー
一
三
―
一
（
代
）

発
行
人
益
津
幹
之

編
集
人
大
塚
・
鈴
木
・
黒
神

制
作
•
印
刷
ゼ
ネ
ラ
ル
ア
サ
ヒ

つ● なみ

1 • 1 5日月次祭
午前10時～
高宮祭、第二宮・第三宮祭
宗像護国神社祭(1日）

午前11 時～総社祭
浦安舞奉奏(1日）
豊栄舞奉奏 (15 日）

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 

29日第61 回中津宮七夕揮磁会
午前9時～於＝大島・中津宮

...................................... 

31 日夏越の大祓神事
午後5時～大祓式於＝神門前

引き続き
夏越祭於＝本殿




